
 

 

 

国際探求学科 2023 年度年間指導方針 

 

１ 指導の目標  

 

（１）異なる文化・価値観を理解し尊重する態度を養い、多様な文化・価値観を持った人々と共に生きて

いく、豊かな感性を育む。 

（２）国内外の諸問題について幅広い見識を身につけ、探究活動、ポスター発表、スピーチ、ディベート、

ディスカッションなどを通しながら、課題解決に向けて主体的・対話的に学び、グローバルな視野

で考え、行動する力を養う。 

（３）国際社会において必要とされる、他者の考えを理解した上で自身の考えを正確に表現することの

できる英語運用能力を身につけ、卒業後、世界で活躍する人物を育成する。 

（４）教科の基礎・応用を身につけさせた上で、学年、進路指導部、各教科との連携を密にし、総合型選

抜・学校推薦型選抜など多様な入試形態を活用し、一人ひとりに最適な方法で進路実現を図る。 

 

２ 重点課題  

 

 

（１）カリキュラム・マネジメントの推進 

３年間を見通したカリキュラム・マネジメントの視点から、「ディベート・ディスカッション

Ⅰ・Ⅱ」、「21 世紀の国際理解」などの特色ある授業を発展的に継続させる。また、JICA などの

国際機関及び、国立民族博物館や大学への訪問、大学教員による専門的な講義等の学科行事を行

い、学びのフィールドを広げ、グローバルな視野で物事を捉え見識を深める機会を設ける。学科

行事ごとに評価を行い、生徒の学習状況を明確にし、行事の整理・拡充を図る。 

（２）主体的な学びの促進 

 ディベート、スピーチ、エッセイなどの様々な外部コンテストへの参加、および地域・関係機

関と連携した探究活動を推進し、主体的に学ぶ姿勢を養う。 

（３）外部検定試験の活用 

    英語運用能力を測る一つの手立てとして、外部検定試験（GTEC の３年間全員受験、および英

検の校内受験など）の受験を推奨する。３年間で、英検２級全員合格を達成する。 

（４）「県立高校特色づくり推進事業」の推進 

    小学校、中学校、大学および地域・関係機関との連携を深め、外国語教育研究を充実させる。 

（５）教科横断的な指導の推進 

   「探究Ⅲ（科学英語表現）」や「探究情報」で、理科や情報科と教科横断的な指導を実施する。 

（６）国際理解教育の推進 

オンラインでの海外交流（台湾など）により、国際理解を深めさせる。 

（７）広報の充実 

    ホームページの掲載やオープンハイスクールで説明する機会を活用し、地域および市内・市外

の小学校・中学校への広報活動を充実させる。また、学科の活動を探究発表会などで紹介するこ

とで、広報活動に貢献する。 


